
2023 年 7 月 12 日 

各 位 

 

大和リビング株式会社 

 

佐賀県及び慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科と連携し、佐賀県内で 

「持続可能な地域社会実現に向けた社会実証プロジェクト」を開始しました。 

 
大和リビング株式会社は、佐賀県で行われている「持続可能な地域社会実現に向けた社会

実証プロジェクト」内で、「住民の屋内活動における社会行動変容に向けた実証」（以下 本

実証）を開始しました。 

なお、2023 年 7 月 7 日に、持続可能な地域社会実現に向けた社会実証プロジェクトの報

告会が佐賀県庁にて開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本実証の内容 

 本実証は、政府が掲げる骨太方針の一つであるグリーントランスフォーメーション（以下

GX）に対応した住民・企業にとっても誇れる県ブランドを目指す「持続可能な地域社会実

現に向けた社会実証プロジェクト」として、佐賀県と慶應義塾大学大学院メディアデザイン

研究科（以下 KMD）が脱炭素に向けた住民と地場産業の行動変容について検証するプロジ

ェクトの一つです。 

 大和リビングは本実証として、佐賀県下の既存物件において、太陽光発電と蓄電池の導入

による再生可能エネルギー地産地消モデルの構築や、住居 IoT を活用した環境にやさしい

エシカルライフの提案を通じて住居者の行動変容を促すことで、住居者・地場産業・域外企

業の連携による持続的な社会の実現を目指します。 

 

 



■本実証のポイント 

１．太陽光発電と蓄電ソリューションを用いた既存物件の発電拠点化による持続可能な再生可

能エネルギー地産地消モデルの構築 

２．住居 IoT による電力使用量と CO₂排出量の見える化 

３．電力使用量削減を促すゲーミフィケーションアプリ導入による住居者の行動変容の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 


